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11

次

第

.
章

国
家
お
よ
び
法
の
秩
序

に
お
け
る
基
本
権

の
機
能

1
.
個
人
と
国
家
の
間
の
緊
張
の
場
に
お
け
る
基
本
権

12
.
M45

.
6
.

人
類
学
的
根
拠
づ
け

法
の
前
提
で
あ
り
創
造
物
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

中
心
的
な
基
本
権
に
か
ん
す
る
諸
問
題

政
治

の
手
段
で
あ
り
目
的
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

客
観
的
原
則
で
あ
り
紅
観
的
権
利
で
あ
る
も
の
と
し

て
の
基
本
権

基
本
権
の
私
人
間
的
側
面
に

つ
い
て

醐1

 

ヨ
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ク

・
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本
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i

(
　

)

H
.
基

本
権

理

論

の
た
め

の
推

論

1
.
塞
本

権

の
防
御

的

(d
e
fe
n
s
iぐ
)
理
解

と
構
成

的

(7
0
霧
葺

二
二
く
)
理
解

2
.
右

。
.
つ
の
理
解

の
位

概
付

け

と
境
界

3
.
「　

　　
　

J

(≫
in
s
titu
t
io
n
e
ll≪
)
基
本

権
理

解

の
概
念

に

つ
い
て

(以
」

、

皿

.
国
家

の
構
成

的
要

素
と

し

て

の
基

本
権

民
L
的

法
秩

序

の
必
須

物

1
.
国
家

の
構

成
的

要
素

2
.
基

本
権

の
再
構
成

田

憲

法

制
定

者

に
よ

る
も

の

切

連

邦

裁
判
所

に
よ
る

も

の

細

民

主
的

・
法
治

国
家

的

お
よ

び
連
邦

国
家

的
秩

序

の
必
須

物

の
番

人
と

し

て
の
連
邦

裁
判

所

響

鱗

難

雛

限
ま
で
の援
用

励

連
邦
憲
法

の
不
文
の
基
本
権
と
連
邦
憲
法

二

三
条

の
い
う

「
憲
法
ヒ
の
権
利
」
の
概
念

3
.
権
利
実
現
の
過
樫
に
お
け
る
基
本
権
の
機
能

,e)d)c)b)a

経
済
的

ロ
政
治
的
領
域

に
お
け
る
立
法

の
事
前
形
成

鉱
法
の
正
式
の
手
続

個
別
事
案
毎
の
決
定
の
手
続

内
容

の
統
制

諸
々
の
手
続
段
階
の
相
関
的
作
川

4
.
少
数

者

の
保
護

5
.
ス
イ

ス
に
お

け
る
基

本
権

の
、

の

連
邦

国
家

の
統

合

ω

経
済

制
度

の
保

障

第

.

.侃早

基
本
・権

の
実

現

1
.
基
本

権

を
具
体

化

す

る
必
要

性

そ
の
他
の
特
殊
な
機
能

本

誌

。
し
○

号

)

　

以
1ミ

L本

妻董:
口.甑}り

口

 

(
以

L

、

本

誌

.
L

.

.
号

)

田〕
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n
.
基

人
・権

の
部

分
的
内

容

1
.
基

本

権

の
、

直
接

的
請

求

の
根
拠

と

な

る
内
容

2

.
プ

ロ
グ

ラ
ム

6
_w

(h
ro
g
ra
m
m
a
t
isc
h
e
S
c
h
ich
t
)

3

.
単
純

な
法
適

川

の
際

の
基
本

権

の
側

面
防
護

　

(Fla
n
k
ier
en
d
)
作

川

m
.
様

々
な
基

本
権

内
容

の
国

家
機

関

へ
の
配
分

(Z
u
o
r
d
n
u
n
gq
)

1
.
課

題

適
切

な
機

関

の
決

定

2

.
立

法

者

3

.
執

政

(R
e
g
ier
u
n
g
)
-U
行

政

(V
e
rw
a
ltu
n
g
)

4

.
剛
H

列

・

f

付
説

.
権

限
あ

る
国
家

機
関

の
決

定

に
か

ん
す

る
事
例

と

し

て
の

ス
イ

ス
基
本

権
判

例

の
歴

史

W
.
基
本

権

に
も
と

つ
く
給

付

請
求

権

(L
eis
tu
n
g
sa
n
sp
r・u
c
h
)

社

会
的

基
本

権

1

.
問

題

2

.
連

邦
裁

判
所

の
判
例

3

.
連

邦
裁

判
所
判

例

の
分

析

,e)d)c)h)a

 

4
.
司
法

審
査

適
合

性

V
.
合

憲
解

釈

(<
零
貯
。゚su
n
gq
s
k
o
n
fo
rm
e
A
u
sle
gq
u
n
gq
)

-
.
、原

川

2
.
連
邦

裁
判

所

の
憲

法

裁
判

権

に
お

け
る
意

義

田

邦
法

令

に
対
す

る
抽

象
的

規
範

統
制

ω

邦

の
個
別

的
行
為

に
対
す

る
審

査

警

察

の
保
護
義

務

公

的
根

拠

の
援

用

給

付

の
性

格

を
も

っ
た
手

続
的

保

障

.平
等

処
遇

の
命

令

に
淵

源
す

る
給

付
請

求
権

拘
留

法

(I-Ia
ftr
ec
h
t)

に
お

け

る
給
付

〔判
定

〕

の
決
・定
的
基

準

(
以

ヒ

、

本

誌

一
し

.

..号

)

(
以
ヒ

、
本

誌

ヒ

四
号

)
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四

(
rヘリ
62

)

ω

連

邦
法

律

の
合
憲

解
釈

(以
L

、

本

誌

↓
七

κ
ロヴ
)

付

説
.
適

用
事
案

に
お
け

る
連
邦

参
事

会
命

令

の
審

査

3
.
憲

法

に
適
合

す

る
裁

駄

権
行
使

(
E
i・m
es
se
n
sa
u
s
u
b
u
n
g
)

刷
.
基
本

権

の
第
...者

効
力

1
.
問

題

2
.
第

...者

効
力

説

の
論

拠

3
.
基
本

権

の
第

...者
効

力

の
原
則

的

承
認

m

=.'̂
説
と
憲

法

(D
o
k
tr
in
a
n
d
V
e
i・fa
s
su
n
g
s
i・ec
h
t
)

ω

連

邦
裁

判
所

の
判
例

4
.
私
法

に
お
け

る
基
本

権

の
適

用
T

況

(
A
n
w
e
n
d
u
n
g
sm
o
d
a
lita
t
)

の

颪
接

的

第
...者

効
力

か

問
接
的

第

...者
効

力

か

(d
ire
k
te
o
d
e
r
in
d
ire
k
te
D
r
ittw
irk
u
n
g
)
?

切

区

別
す

べ
き

必
要
性

の

第

...者

効
力

理
論

と
華
本

権

の
部
分

的
内

容

(以

L
、

本

誌

一
し
六

号

)

第

三
章

基

本

権

の
妥
当

領
域

に

つ
い

て

ー
.
妥

当
領

域

の
決
定

1
.
方
法

論
的

注

記

2
.
人
的
妥
当
領
域

の
確
定

-

各
論

(以
L
、
本
誌

一
七
七
号
)

H
.
基

本
権

制
約

の
問

題

と

の
関
連

第

四
章

基

本
権

の
制

約

1
.
法

律
ヒ

の
根

拠

1
.
法
律

と
基

本
権

の
間

の
同

一
化

傾
向

(K
o
n
v
er
g
en
z
)

と
i　i
　
C
(K
o
n
Elik
t
)

2
.
基
本

権
制

約

の
た

め

の
前

提
と

し

て

の
法

律

ω

基
本

権
制

約

の
際

の
法
律

の
位

置
　

け

(S
t
ellen
w
er
t
)

(
以
L

、
本

誌

.
L

八
号

)

切

法
律

-L
の
根
拠

の
要

請

の

個

別
事
例

99

Dの

一



田

特

別

の
法

律

関
係

㎏b

警

察
的

一
般
条

項

b付
説

.
慣

習

法

ω

法
律

L

の
根

拠

の
要
求

に
か

ん
す

る
連
邦

裁
判

所

の
そ

の
他

の
国

法
裁

判

の
基
本

権
関
係

(G
r
u
n
d
r
ec
h
ts
b
ez
u
g
e
)

謝

代
表

の
原

則

(D
ele
g
a
tio
n
sgq
ru
n
d
s
a
tze
)

纏

邦
憲
触
第
四
条

の
分
野
に
お
け
る
A
.法
性
の
原
理

(以
ヒ
、
本
誌

一
ヒ
九
号
)

3

.
基

太
・権

保
障

の
た
め

の
法

律

の
機
能

へ
の
期
待

の

法

律

へ
の
伝
統

的

な
期
待

ω

平
等

に
処

遇
す

る

(σq
leic
h
b
e
h
a
n
d
e
ln
d
)
法

律

の
白

山

保
障

機
能

の
損

傷

(<
①二
累
δ
)

の

個
別

事
例

毎

S
'
義

(E
in
z
elfa
llg
ei°ech
tig
k
e
it
)

に
か
ん

す

る
法
律

的
規
律

の
不
可

能
性

ω

決
定

の
正
確
さ

の
た
め

の
最
善

の
保

障

を
と
も

な

っ
た
手

続

n
.
公

共

の
利
益

と
比

例

原
則

1
.
基
本

問
題

11
利

益
衡

量

2
.
利
益

衡
量

の
方

法

(以

L
、
本

誌

一
八

〇
号

)

3
.
公
共

の
利

益

の
決

定

　a

社
会

の
変

化

を
背

景
と

し
た
連

邦

裁
判
所

判
例

の
展

開

励

公

共

の
利
益

を
決

定

す
る
　

T,r̀
と
基
準

の

「
公
共

の
r・E

益

」

(≪
o
ffe
n
t
lich
es
In
te奉
ss
e
≫
)

概
念

の
不
卜

分

さ

ω

妥

当
す

る
侵

害

利
益

(匹
pD
°。
σq
e
lte
n
d
g
e
m
a
ch
t
en
E
in
g
i・if
fs
in
tei・es
se
)

4
.
比

例
.原
則

の

客

観
的

内
容

励

行

政
法

に
お
け

る
比

例
原

則

の
部

分
内

容

の

基

本
権

侵
害

の
審
査

の
際

の
比
例

原

則

田

出

発
点

け
基

本
権

の
保
護

領

域

の
関
係
性

a

の
質

の
審
査

(以

L
、

本
誌

本
白
ヴ
)

LX!
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励

基
本
権
の
比
例
原
則
審
査
の
特
殊
性

晒

人
的
関
係

の
顧
慮

m

そ
れ
n
体
は
合
憲
的
な
規
範
の
適
川
の
際
の
比
例
原
則
の
審
査

酬

比
例
原
則
と
叢

ω

特

別

の
基
本

法

(b
es
o
n
d
e
res
G
r
u
n
d
r
ech
t)
と

し

て

の
比

例
原

則
?

㎞

連
邦

裁
判

所

の
判
例

喋

櫛
雛

讐

羅

謙
魏

馨

の限界
付
け

ω

付
説
。
人
格
的
自
山
と
の
関
係

-a

m
.
核
心
的
内
容

1
.
核
心
的
内
容

の
保
障
の
機
能

ω

歴
史
的
視
点

ω

立
法
の
制
約

の

判
決
の
制
約

2
.
核
心
的
内
容

の
確
定

の

判
決
の
展
開
指
針

励

核
心
的
内
容

の
確
定
に

つ
い
て
の
方
法

の

核
心
的
内
容

の
確
定
に
対
す
る
国
際
法
の
影
響

　

ニ

　

d

憧

伽

3
.
核
心
的
内
容

の
保
障
と

い
う
開
か
れ
た
問
題

第
κ
章

基
本
権
の
競
合

ー
.
hP

論
}

n
.
競
合
問
題
解
決

の
不
可
避
性

1
,
基
本
権

の
多
様
な
機
能

2
.
基
本
権

の
多
様
な
制
約
可
能
性

六

(
762

)

一97一



3
.
時
効
の
適
用
を
受
け
ず
か

つ
不
可
譲
の
基
本
権

田
,
課
題
11
紛
争
の
中

に
具
体
的
に
存
在
し
て
い
る
諸
利
益
の
分
析
と
評
価

1
.
具
体
的
な
紛
争
局
面
の
関
連
性

(R
e
le
v
a
n
z
)

2
.
す
べ
て
の
関
連
あ
る
基
本
権
内
容

へ
の
顧
慮

W
,
と
く
に
連
邦
憲
法
第
四
条

の

・
他
の
基
本
権
と

の
関
係
に

つ
い
て

第
六
章

人
権
の
国
際
法
的
保
障
と
そ
の
連
邦
憲
法
L
の
基
本
権
と
の
関
係

1
.
国
際
法
に
お
け
る
人
権

1
。
国
際
的
次
元
で
の
人
権

の
法
典
化

2
.
国
際
法
的
人
権
保
障
の
固
有
性

H
.
ス
イ
ス
に
お
け
る
国
際
法
的
人
権
保
障
の
妥
当
性

1
.
判
決
に
か
ん
し
て

2
.
立
法
に
か
ん
し
て

3
.
外
交
政
策
に
お
い
て

m
.
連
邦
憲
法

の
基
本
権
と
欧
州
人
権
保
護
条
約

(
E
M
R
K
)
S
間
の
関
係

1
.
欧
州
人
権
保
護
条
約
の
憲
法
水
準

2
.
欧
州
人
権
保
護
条
約
の
保
障
と
連
邦
憲
法

の
基
本
権
と
の

.
致
?

3
.
連
邦
憲
法
と
欧
州
人
権
保
護
条
約
が
同
時

に
援
用
さ
れ
た
場
合

に
連
邦
裁
判
所
の
執
る
べ
き
措
置

士

↓露

f

か遜

事
項
索
引

obi
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八

(
96ウ
8
)

3
.
公

共

の
利
益

の
決

定

の

社
会
の
変
化
を
背
景
と
し
た
連
邦
裁
判
所
判
例
の
展
開

公

共

の
利
益

は
、

連
邦

裁
判

所
判

決

の
中

で
は
、

財
産

権
保
障

お

よ

び
取

引

・
営

業

の
白

由

に
か

ん
し

て
、
基

本
権
制

約

が
許

容

さ

れ

る

た

め

の
基

準

と
し

て
主
要

な
も

の
で
あ

る
よ

う

に
見

え

る
。
精
神

的

基
本

権

に
か
ん

し

て
は
、

利
益
衡

量

は
、
A
,
日

で
は
通

例
、

広

い
範
囲

で
争

わ

れ
る

こ
と

の
な

い
警

察
的

価
値

(
℃
o
liz
e
igq
u
te
)

(静

謹
、

秩
序

、

淳
風

美
俗

)

と
基
本

権

位
置

と

の
間

で
な
さ

れ

る
が

、

他
方

、

財
産

権
保

障

や
取
引

・
営
業

の
・[
山

の
よ
う

な
経
済

的
基

本
権

は
、

社
会

政
策

、
地

域
計

画

お
よ

び
環
境

保
護

と

い

っ
た
新

し

い
種

類

の
国

燗

家
的

課
題

と
衝

突

す
る

こ
と
が

増
加

し

て

い
る
。

占

典
的

白
山

r
義

の
国

家

に
お

い

て
は
、

国
家

の
任

務

は
、

本
質

的

に
、
公

共

の
秩
序

と
安

全

の
危
険

に
対

す
る

防
御

に
限
定

さ

れ

て
い

る
。

し
か

し
な

が

ら
、

八
,
日

の
国
家

と

社
会

の

「
相
互

浸

透
」

(a
O
s
m
o
s
e
≫
)

の
状

況

の
中

で
は
、

国

家

の
公
共

福

祉
委

託

(O
①
∋
9
〒

w
o
h
la
u
ft
r
a
g
)

は
、

ほ
と

ん
ど
拘

束

を
受

け

る

こ
と

な

く
設
定

さ

れ
る
。

国
家

の
任
務

の
範

囲

は
、
た

え
ず
拡

大

し

て
き
た
。

そ
れ

で
、

た

と

え
ば
社

会
的

平
等

へ
の
要
請

本
質

的

に
は

一
九

世
紀

に
お
け

る
労
働

者

の
悲

惨

さ

(
E
le
n
d
)

へ
の
反

動

で
あ

る
が

は
、

憲

法
諸
条

項

(た

と
え

ば
、
連

邦
憲

法

三

四
条

の
三

)
や
よ

り
広

範

な
社
会
立

法

の
中

に
定

着
し

て
い
る
。

こ
う

し
た

展
開

は
、

最
終

的

に

は
、
社
会

政
策

を
、

経
済

的
基

本

権

の
制
約

を
正

当
化

す

る

こ
と
を
可

能

に
す
る

と

こ
ろ

の
独
疏

の
公

的
利

益
と

し

て
承
認
す

る

こ
と

へ
と

至

聖

一9
.5一

 

連
邦
裁
判
所
は
、
警
察
概
念
を
ま
す
ま
す
拡
大
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
長
期

に
.旦
っ
て
、
右

の
変

化
を
受

け
人
れ
な

い
で
き
た
。
連

邦
裁
判
所

は
、



取
引

・
営
業

の
白
由

に
影
響
を
与

え
る
よ
う
な
新

形
態

の
邦

の
措
置

(
M
a
s
sn
a
h
m
e
)
1

た
と
え
ば
、
商
店

の
最
長
開
店
時
間

に
か
ん
す
る

・

ユ

ケ

ワ　

　ア

げ

ノ

ユ

社
会

政
策
的

に
動
機

づ

け
ら
れ

た
規
則

(〉
=
2
,ユ
ロ
ロ
づ
σq
)

を
、
教

義

的

に
、

古
典
的

政
治
概
念

を
拡

大

す

る
と

い
う
方
法

で
処
理
す

る

(b
e
w
a
lt
ig
e
n
)

こ
と
を
探
求

し

て
い
た
。
連
邦
裁
判
所

は
、

1
　

=,
1
年

に
な

っ
て
は
じ
め
て
、
狭

い
警
察

概
念

に
帰
戻

し
、

そ
し

て
、
経
済

的

白
由

の
制
約

の
た
め

の
許
容
さ

れ
た
動
機

(
M
o
tiv
e
)
と
し

て
警
察

的
利
益
以
外

の
も

の
を
認

め
た
。
今

日

で
は
、
社

会
政
策
的

で
、
空
間

T
L

地
〕

計
画
的

(r
a
u
m
p
la
n
e
ris
ch
)
で
、
し
か
し
ま

た
統

制
技
術
的

(評
o
葺
8
=
冨
窪

巳
。゚
。7
)
な
理
由

で
取
引

お
よ
び
営
業

の
自
由

の
制
約
を
正

お

当
化
す

る
こ
と

を
可
能

と
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
、
認

め
ら
れ

て
い
る
。

財
童

権
保
障

の
分
野

で
も
、
連

邦
裁
判
所

は
、
建

築
警
察
法

か
ら
包
括
的

な
空
間

T
L

地
〕
秩
序
政
策

(R
a
u
m
o
r
d
n
u
n
g
sp
o
litik
)
(
建
築

計
画
、

環
境
保
護
)

へ
の
転
換

を
、
考
慮

に
人
れ
て
き
た
。

最
新

の
判
例

は
、
財
産
権
秩
序

の
内
容

は
、

私
法

に
よ
る

だ
け
で
な
く
、
憲
法
上

の
秩

序

お
よ
び
右
秩
序

の
根
拠
を
も

っ
て
制
定
さ
れ
た
公
法
に
よ

っ
て
も
企
体
と
し

て
刻
印
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
、
と

の
見
解

を
堅
持
し

て
い
る
。

た
と
え
ば
、
森
林

の
保
持
、
水

の
保
護

お
よ
び
完
全

に
全
面

的
な
環
境
保
護

な
ら
び
に
空
間
計
画
は
、

「財

産
権

の
擁

護
と
等
概
さ
れ

る
」
と

こ

ろ

の
、
重
要

で
公
的
な
、
憲
法

に
錨
着

し
た
事
柄

で
あ
る
。

こ
の
憲
法
目
的

の
実

現
の
た
め
の
措
置

が
財
産

権

に
影
響

を
与

え
た
場
合

に
は
、

こ
の

措
置

に
か
ん
す
る
利
益
衡
量
が
決
定
的
な
も

の
と
し

て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

1?6i
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切

公
共
の
利
益
を
決
定
す
る
手
続
と
基
準

公

共

福

祉

委

託

(G
e
m
e
in
w
o
h
la
u
ft
茜

g
)

は

、
常

に

ま

す

ま

す

生

活

領

域

を

把

握

し

つ

つ
あ

K
a

(
u
m
g
re
ife
n
d
)
福

祉

国

家

(
≦

o
げ
7

fa
h
r
t
s
st
a
a
t
)

に

お

い

て

は

、

不

定

形

な

も

の

(u
n
b
e
s
tim

m
t
)

と

な

っ
て

い

る
。

公

益

の
概

念

は

、

こ

の

よ

う

な

状

況

ド

で

、

な

お

一

バ

個

の
独

立

の
規
範

的
意

味
と

有
し

て
い
る
も

の

で
あ

る
か
、

そ
れ

と
も

、

こ

の
概
念

の
内

容

は
、
憲
法

お
よ

び
法

律

に
お

い
て
国

家

に
付
与

さ

れ

る

こ
と

に
な

っ
て
お
り
、

あ
る

い
は
国
家

に
対

し

て
増

え

つ

つ
あ
り

、

か

つ
不

可
避

の
岡

際
的

相

亘

　
存

(
In
t
e
r-d
e
p
e
n
d
en
z
)

か

ヨ

ル

ク

・
パ

ウ

ル

:

・・
ユ
ラ

i

『
ス

イ

ス
基

本

権

原

論

』

(
↓
.
.)

九

(
0ρ̀9
鱒)



1
0

(
ρ'ウ
'
)

ら
生

ず

る
と

こ
ろ

の
、

変

遷
し

つ

つ
あ

る
課
題

に
も

っ
ぱ

ら
依
拠

し

て

い
る
も

の

で
あ
る

か
、

い
ず
れ

で
あ

ろ
う

か
?

謝

民

主
的

国

家

の
基
本

秩

序

と
し

て
の
憲

法

(
　
'erf
a
s
s
u
n
g
)

は
、

公

共

の
福
祉

の
課
題

を
設

定

す
る
際

に
最

も
中

心
的

な

役
割

を

果
た

す

に
ふ
さ

わ

し

い
も

の

で
あ

る
。
連

邦
憲

法

の
権

限
条

項

(K
o
m
p
e
te
n
z
b
e
s
tim
m
u
n
g
)
は
、

そ
れ
が

た

ん

な
る

管

轄
規

定

(
N
〒

s
t
a
n
d
ig
k
e
its
v
o
rs
c
h
i-ift
)

で

し
か

な

い
場
合

に

は
、

な
お

、

A
7
口

の
見

解

に
よ

れ

ば

、

原

則

と

し

て
、

委

託

の
性

格

(
A
u
ftr
a
g
s
-

　

c
h
a
r
a
k
te
r
)

を
有

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

連
邦

憲
法

は
、

そ
れ
ゆ

え

に
、

連
邦

の
任
務

を
画
定

し

て

い
る
だ

け

で
な
く
、

そ

れ
を
主

張
す

る

こ
と
を
邦

は
不

可

避
的

に
断
念

せ
ざ

る

を
え

な

い
と

こ
ろ

の
公

共

の
利
益

(上

地

計
画

や
、
自

然
お

よ

び
郷
L

の
保

護

)
を
掲

げ

て

い
る

(コ
Φ
弓

①
コ
)

の
で
あ

る
。

い
か
な

る
範

囲

で
、

基
本

権

に
と

っ
て
重

要

な

(g
r
u
n
d
re
c
h
t
s
r・e
le
v
a
n
t)

領
域

の

一
般
的

・
抽
象

的
規

則

を
制

定

す

る

た
め

の
連
邦

立

法
者

の
権

限

が
、
基

本
権

か

ら
導

か
れ

る

の
か
、
換

言
す

れ
ば

、

い
か

な
る
範

囲

で
、
基

本
権

が
権

限
規
範

を

形
成

す

る

か
と

い
う
問

題

に
か

ん
す

る
討
論

は
、

開

か
れ

て

い
る
。

127〕

一93一

し
た

が

っ
て
、
人

は
、

い
か
な
る
範
囲

で
人
格

の
白
由

の
思
想

か
ら

1

連
邦

の
私
法
権
限

の
制
限
付
き

で
あ

る
が

1

私
人
を
も
拘
束
す
る

 情
報
保
護
立
法
が
導

か
れ

る
の
か
、

を
問

う
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ

る
。

憲
法

レ
ベ

ル

で

の
公

共
福

祉
委

託

の
画
定

は
、

い
か
な

る
制
約

に
も

服

し

て

い
な

い
。
国

際
法

上

の
義
務

付

け

の
優

越

を
別

に
し
て
、

ス

イ

ス
憲

法

(
V
e
r
fa
s
s
u
n
g
s
r
e
c
h
t
)
は
、

基
本

法

の
原

理
的

な
公

開
性

に
山
来

し

て

い
る

の
で
あ

る
。
憲

法
現

実

に
あ

っ
て
は
、

し
か
し
、

正

統

の
国
家

活
動

の
　

　

(
S
c
h
r
a
n
k
e
)

に
か

ん
す

る
広

範

な
合

意

が
存
在

し

て

い
る
。

ゆ

立

法
者

は
、

公

益

の
形
成

と
具

体

化

に
お

い
て
、

ど

れ

ほ
ど
自

立

し

N

;
K
a
(a
u
to
n
o
m

y

で
あ

る

の
か
?

bl
.
立
法

者

が
憲
法

に
お

い

て
制

約

さ
れ

る

こ
と

は
、
争

わ
れ

る

べ
く

も

な
く

明
ら

か

で
あ
る
。

し
か

し

な
が

ら
、

権

限
な

い
し
任

務

の

1?8J



ダ

配

分

は
、

し

ば
し

ば
、
純

粋

に
形
式

的

な
も

の
で
あ

る
。

つ
ま

り
、
右

の
配

分

は
、

そ

の
内

部

に
お

い
て
蹉

法
府

が
独
自

に
公

共

の
福

祉

を

画

定
し
、

形
成

し
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
よ

う

な
活
動

の
余
地

を
、

開

い
た
ま

ま

に
し

て
い
る
。
右

の
配
分

は
、
し

か
し
な
が

ら
、

そ

の
際

に
、

基

本
権

の
プ

ロ
グ

ラ

ム
的

な
部

分
内

容

に

よ

っ
て
導

か
れ
、

ま

た
、
基

本
権
位

黄

か

ら
生

じ
る

と

こ
ろ

の
限
界

を
顧
慮

し
な

け
れ

ば

な
ら

な

い

の
で
あ
る
。

2

.
憲

法

が
、

立

法

者

に
対

し
、

公

止
ハ
の
福

祉

の
具

体
化

の
た
め

の
指
針

を
供

給

し

て
い

な

い
そ

の
範

開

で
、

根
元

的

な

正
義

の
観

念

(
e
le
m
e
n
ta
r
e
G
e
r
ec
h
t
ig
k
e
its
v
o
rs
t
e
llu
n
g
)

に
も

と

つ
く
訴

訟

(
国
Φ
ざ

話
)
だ

け

が
文

化

を
画

期

す

る

(k
u
lt
u
re
p
o
ch
a
l)
自

然

法

の
表

現

で
あ
り

つ
'C̀
''"
る
°

=
義

6
規
　

(
R
ic
h
ts
c
h
n
u
i・)
は
、

今

や
た

し
か

に
開

か

れ

て
お
り

、
空

間

と
時

間
と

に
お

い

て
可
変

的

で

あ
り
、

と

は

い
え
無
内

容

な

の
で
は
な

い
。

こ
の
正
義

の
規

準

は
、
民

k
髭
義

的

な
立

法
者

に
対

す

る
関
係

で
も
、
批
判

的

な
審

級

な

の

で

あ
る
。

さ

ら

に
、

こ
の
路
線

を
保

持
し

た
共

鳴
者

た

ち
が
、

取

引

の
白

山
を

取
り

除

い
た
。

正

当

な
公
益

の
形
成

に
お

け
る

制
約

を

要
請

す

る

と

こ
ろ

の
正

義

の
位
相

(
G
e
r
e
c
h
t
ig
k
e
it
s
to
p
o
i)

は
、

し
か

し
、

情
報

提

供

さ

れ

コ

ノ
セ

ノ
ノへ

=
?
報

交
換

さ

れ

-;,

(
in
fo
r
m
ie
r
te
a
n
d

k
o
m
m
u
n
ik
a
t
iv
e
)

公
共

性

の
合

意

か

ら
、

今

や
、

自
身

の
側

で
、

再

び
独

立

し

て

い

る

の

で

あ

る
。

正
義

の
目
的

の
"W
化

(K
r
is
ta
llis
ie
r
u
n
g
)
も

、

そ
れ

ゆ

え
、

ほ
と

ん

ど
構

造

的

で

な

い
手

続

に
お

け
る
場

合

で
も

四

民
症

E
義
的

な

国
家
共

同
.;　

(G
e
m
e
in
w
e
s
e
n
)
に
お
け

る
　
y

L

(d
is
k
u
rs
iv
)
な
論
議

を
導

く

。
正
義
確

定

の
独
占

(
N
lo
n
o
p
o
l
d
e
r

G
e
i°e
c
h
tg
k
e
its
fe
st
s
te
llu
n
g
)
と

い
う
も

の
は
、

あ
り

え
な

い

の
で
あ
る
。

公

共

の
福
祉

の
明
確

化

の
た

め

の
そ

う
し

た
努

力

を

形
式
的

な
法
律

規
定

か

ら
.区
別

す

る
も

の

は
、

手

続

の
形
成

が

欠
如

し

て

い

る

こ
と
を
度

外

視
す

る
な

ら

、

と
く

に
時

間

の
局

面

(D
im
e
n
s
io
n
)

で
あ
る
。

法
律

制
定

は
、

口
時

の
必

要

(N
o
t
d
e
s
T
a
g
e
s
)

に
対

応

し

、

ま

た

、

ま

さ

に
現

実
的

に
強

引

に
前

へ
出

て
く

る

よ

う
な

、

か

つ
多
数

の
賛

成

を

得

る
た

め

に
努

め

て

い

る
利

益

の
圧

迫

(D
r
u
ck
)

に
負

け
る

の

で
あ

る
。

正
義

の
問

題

は
、

時
聞

的

に
は

長

い
局
面

に
お
け

る
、

ま

た
空

間
的

に
は
広

い
場

面

に
お

け

る
審

査

を

ど

う
し

て
も

要
求

す

る
も

の

で
あ

り
、
-G
=
=
生
存

(
m
e
n
s
c
h
lic
h
e
s
D
a
s
e
in
)

G
　
'　

的

　̀
^
'題

(P
r
o
b
le
m
)

を
と

も
な

っ
た
現

実

的
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一

.

(
372

)

諸

問

題

(F
r
a
g
e
)

S
関
連

題

と
合

一
化
し

て
い
る
。

(K
o
n
n
e
x
)

に
留

意

す

る
も

の
で
あ

る
。

そ

の
点

で
、

正
義

の
問

題

は
、

基
本

権

の
内
容

に
向

け

ら
れ

た
問

の

「
公

共

の

利

益

」

(
≪
o
f
fe
n
tlich
e
s
In
t
e
r
e
s
s
e
》
)

概

念

の
不

卜

分

さ

公
止
ハ
の
利

益

の
概

念

は
、

「
公

的

」

(
≪
o
ffe
r口
け
Lic
h
》
)

利
益

と

私
的

利

益

の

.

.分

.;_

(
D
ich
o
t
o
m
ie
)

S
観

念

を
.小
唆

す

る
点

に
お

い

て
過
剰

で
あ
り

、

ま
た

そ

の
限
り

で
狭

隙

に
過

ぎ

る
。
古

典

的
意

味

に
お

け

る
警

察

は
、

す

で
に
、
公

共

性

(
　
ffe
n
t
lic
h
k
e
it
)

の
保
護

だ

け

で
な

く
、
完

全

に
具
体

的
な

個

々

の
-G
　

(
E
in
z
e
lm
e
n
sc
h
e
n
)

6
生
命

と
生

存

の
保
護

を

引
き

受
け

て
き

た
。

公
止
ハ
性

は
、

人

を
誤

ま

ら
せ

る
概

念

こ

の
概

念

が
社

会

的
現

実

と
何

ら
関

係

し
な

い
法

的

抽
象

概
念

(
A
b
s
t
r
a
k
tu
m
)

と

し

て

理

解
さ

れ

る
と

き

に
は
、

で
あ

る
が

で
あ

る
。

こ

の
社

会

的
現

実

に
お

い

て
は
、

そ

の
た

め

に
国
家

の
介

入

が
な

さ
れ

な
け

れ

ば

な

ら

ず
、

か

つ
な

さ
れ

て
よ

い
よ

う
な
危

難

-v
　

'　
t
(
N
o
t
a
n
d
B
e
d
iir
fn
is
)
を

抱

え
た
、

常

に
具

体
的

な
人

間

が
存
在

し

て

い
る

の
で
あ

　
る

。
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右

の
関

係

を

例

証

す

る
も

の

に

、

ド

イ

ッ
連

邦

憲

法

裁

判

所

の

レ

ー

バ

・

ハ
-　

決

(L
e
b
a
c
h
-t
Tr
te
ill

が
あ

る

。

〔
そ

こ

で

は

、
〕

犯

人

の

一
人

鵬

が

33
獄

(H
a
fte
n
tla
ss
u
n
gq
)

の
直

前

で
あ

る

に
か

か

わ

ら

ず

、

周

知

の
殺

人

事

件

に
か

ん

す

る

テ

レ

ビ

ジ

ョ

ン
放

映

が

な

さ

れ

て
よ

い
か

ど

う

か

が

、

判

定

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ
た

。

〔
ド

イ

ツ
連

邦

憲

法

〕

裁

判

所

は

、

所

与

の

状

況

の
下

で

の
犯

人

の

人

格

権

保

護

の

　

益

(
P
e
rs
o
n
-

lich
k
e
its
s
c
h
u
tz
in
te
r
e
ss
e
)
、

と

く

に
社

会

復

帰

の
利

益

を

、

Z

D

F

の
放

送

の
白

由

や
市

民

の
情

報

の

自

由

よ

り

も

よ

り

価

値

の
高

い
も

の

と

評

価

し

た

わ

け

で
あ

る

。

個

人

的

事

柄

(in
d
iv
id
u
e
lle
A
n
lie
gq
Φ
昌
)

と

集

団

的

事

柄

(k
o
lle
k
tiv
e
A
n
lie
g
e
n
)

と

を

少

な

く

と

も
部

分

的

に
防

護

す

る

こ
と

は

、

見

か



け

L

は
、

刑
事

手

続

に
お

け

る
義

務

防

衛

(P
flich
tv
e
r
te
id
igq
u
n
g
)

S
例

証

に

な

る

よ

う

に
思

わ

れ

る
。

"公

正

な

審

理

,

(fa
ir
ti°ia
l)

を
求

め

る

個

人

の

基
本

権

利

益

は

、

整

序

さ

れ

た

訴

訟

(
R
ec
h
ts
p
fleg
e
)

を

求

め

る
公

共

の
利

益

に
優

越

す

る

も

の

で
あ

っ
て
、

そ

こ

で
は

、

た

と

え

ば
、

刑

事

裁

判

官

の
面

前

に
お

け

る
代

理

の

た

め

の
強

制

の
適

格

(d
ie
L
e
g
it
im

ita
t
ein
es
Z
w
a
n
g
s
z
u
r
V
e
r
t
re
tu
n
g
)

が

共

立

し

て

い
る

の
で

あ

K
a
(
lieg
e
n
m

itb
e
g
ru
n
d
e
t
)
°

の

妥

当

す

K
a
侵

害

利

益

(d
a
s
g
e
lte
n
d

g
e
m

a
c
h
te
n

E
in
g
r
iff
s
in
t
e
r
e
s
se
)

6

質

の
審

査

翻

公
共

の
利
益

の
概

念

と

し

て

の
不

卜

分
さ

と

そ

の
外

延

の
不

明
確

-tv

(K
o
n
tu
r
lo
s
ig
k
e
it
)

に
面
し

て

の
問

題

は
、

公

共

の
利
益

の
要
請

が
、

妥
当

す

る
侵
害

-

的

(
E
in
g
r
iff
sz
w
e
c
k
)

6
代

替
可

能
性

を
憲

法
、

基
本

権
お

よ
び

そ

の
他

の
正
義

の
諸
観

念

に
照

ら
し

て

審

査
す

る

こ
と

を

ど
う

し

て
も

せ
ざ

る
を

え

な

い
よ
う

に
す

る
と

こ
ろ

の
、

一
定

の
定
式

化

(
F
o
r
m
u
lie
r
u
n
g
)

S

た

め

に
放

棄
さ

れ

る

べ
き

で
な

い
か

ど
う

か

で
あ

る
。

㈲

侵

害

口
的

の
代

替

可
能

性

(V
e
r
t
r
e
tげ
帥
『
k
e
it
)

は
、

抽
象

的

な

も

の

で
は

な
く
、

担

当

し

N

;
る

(
h
a
n
d
e
ln
d
)

　
'家

機

関

の

特

別

の
機

能

と

の
関
連

に
お

い

て
、

か

つ
、

当

該

(
b
e
t
r
o
ffe
n
)
基
　6
-権

E
顧
慮

6
ド

で
の
み
、

判
定

さ

れ

う

る
も

の

で
あ
る
。

一
個

の

具
体
的

な

事
案

に
妥

当
す

る
利
益

は
、

全

国
家

(
S
ta
a
t
s
g
a
n
z
e
n
)

6
範

囲

に
お

い

て
関
係

し

て

い
る
機

関

の
地

位

お

よ

び
機

能

と

の
ト

㎜

イ
レ

ロ

分

に
密

接

な
関
係

を
示

さ

な

け
れ
ば

な

ら
な

い
。
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国
　

r

(W

e
h
r
k
r
a
ft
)

6
保

持

は

、

た

し

か

に
、

相

応

の
軍

事

刑

法

と

そ

れ

に
も

と

つ

く

有

罪

判

決

(
<
零

ξ

8①
二
⊆
=
σq
)

を

わ

が

国

の
法

秩

序

の

中

で

田

当

化

さ

せ

う

る

よ

う

な

、

一
般

に

認

め

ら

れ

た

公

共

の

利

益

で

あ

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

そ

の

こ
と

は
、

L

地

登

記

制

度

(
9

己
ロ
α
-

b
u
ch
w
e
s
en
)

6
分

野

に

お

い

て
、

訴

訟

提

起

者

(B
e
w
e
r
b
e
r
)

の
適

格

性

審

査

の
際

に
、

そ

う

し

た

観

点

を

顧

慮

す

べ

し

と

い

う

こ

と

を

、

邦

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基
本

権
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(
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一
四

(
印b【'9鱒)

官

庁

に

義

務

づ
け

る
も

の

で

は

な

い
。

そ

れ

ゆ

え

に
、

連

邦

裁

判

所

は
、

或

る

邦

官

庁

が
兵

役
拒

否
者

(M

ilita
rd
ie
n
s
tv
e
r
w
e
ig
e
r
e
r
)

に
L

地

登
記

管

理
者

試

験

の
合

格

を

拒

否

し

た

こ
と

を

、

許

容

し

た

。

或

る

大

学

管

轄

当

局

は
、

学

問

に

つ
い

て
能

力

を

有

し

た

志

願

者

の

入

学

に

つ

い

て

は
、

そ

の

固

有

の
課

題

学

術

的

な

訓

育

お

よ

び

そ

れ

に

つ

い

て
要

求

さ

れ

る

秩

序

立

っ
た

研

究

作

業

(OQ
t
u
d
ierib
e
t
rieげ
)

の
確

保

と

の

関

連

で
存

在

す

る
基

準

に
も

と

つ

い

て

の

み

審

査

し

う

る
。

そ

れ

ゆ

え

に
、

大

学

入
学

志

願

　'"=

(S
tu
d
ie
n
b
e
w
e
rb
er
)

に
対

し
、

も

っ
ぱ

ら

軍

事

裁

判

所

〔軍

法

会

議

〕

の
前

科

を

理

由

に

し

て
大

学

人

学

手

　

(Im

m
a
tr
ik
u
la
t
io
n
)

を
困

難

に

さ

せ

る

こ
と

は
許

さ

れ

な

い
。

こ
の
よ
う
な
、
そ
の
特
別
の
機
能
毎
に
適
合
し
た
個
別
の
国
家
組
織
に
許
容
さ
れ
た
判
決
理
山
の
細
分
化
さ
れ
た
割
り
当
て
は
、
編
み
日

　
　

の

つ
ま

っ
-;,

(e
n
g
m
a
s
c
h
ig
)

規
律

さ

れ
管
理

さ

れ
た
社

会

に
お
け

る
人

の
白

山

の
保
障

の
本
質

的
要

素

で
あ

る
。

の

さ

ら

に
い
え

ば
、

侵
害

目
的

の
代
表

可

能
性

(V
e
r
t
r
et
b
a
r
k
e
it
)

は
'

1
般

的

(g
e
n
零
e
ll)
な

も

の
で

は
な
く

、

つ
ね

に
、

具

い

セ

体
的

に
妥

当

す
る
基

本
権

と
侵

害

の
困

難
さ

の
観

点
か

ら
も

評
価

さ
れ

る

べ
き
も

の

で
あ

る
。

一89一

し

た

が

っ
て
、

行

政

の
効

率

(
具

体

的

に

は

行

政

の
関

心

事

や

統

制
支

出

〔囚
o
暮

『
o
=
¢。
旦

≦
雪

巳

を

で
き

る

か
ぎ

り

安

価

に

お

さ

え

る

こ
と

)

は
、

一
定

の

活
動

白

動

性

(S
p
ie
la
u
to
m
a
t
)

を

も

っ
た
、

営

業

能

力

の
あ

K
a

(g
e
w
e
i-b
m
a
s
s
ig
)
企

業

の
禁

止

に
か

ん

す

る

有

効

な

議

い

論

で
あ

り

う

る

。

他

方

、

行

政

の
経

済

性

(V
e
r
w
a
ltu
n
gq
s
o
k
o
n
o
m
ie
)

は
、

被

　

　

　
=

(
In
h
a
ftie
rte
r
)

6
請

願

権

の
縮

減

を

何

ら

正

当

化

す

い

に

 る

も

の

で
は

な

い
。
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N
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ilig
t
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め
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司

法
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と
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委

員
会

は

官

吏
任

用

に

か

ん
す

る
権
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を
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つ
)
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、

外

国
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公

務

〔員
)
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D
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st)
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。
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を
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、
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席
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強

め
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を
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を
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の
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